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1 はじめに
現代の情報社会においては，情報の氾濫，すなわち，
いわゆる情報爆発が起こっている．そして，そのよう
に爆発する情報の集約や，俯瞰をするための技術の開
発が強く望まれている．中でも，情報爆発が最も顕著
に現れているのはウェブである．更に，このグローバ
ル社会における出来事の根底には，各国特有の歴史的
背景や文化的特異性が根強く横たわっている．本研究
課題においては，各国特有の歴史的背景や文化的特異
性を同定するために，ウェブ上の情報を多言語 (日本
語・中国語)間で比較・対照分析することにより，言語
間の差異を発見するというアプローチをとる．特に，
本研究では，ウェブ検索者の関心動向に着目し，研究
を行った．
ウェブ上の情報の一例として，近年，一般個人が自

由に情報を発信するツールであるブログが世界中で普
及し，各地域の人々がそれぞれインターネット上で個
人の意見や評判を発信することが可能になった．そこ
で，我々は，文献 [7]において，ウェブ執筆者の関心
動向を収集するための情報源として，日中ブログを用
いて，国・文化・言語間の差異発見過程を支援する方
式を提案した．しかし，「尖閣諸島」等の時事的話題
のように，時間的変遷が急激な場合には，ブログ等に
おける言及数の動向が収束し関心の動向や度合いが把
握できるまでの間に遅延が生じ，関心動向の迅速な把
握が困難であった．この遅延を克服するために，本研
究では，発想を転換し，ブロガー等のウェブ執筆者の
対極に位置するウェブ検索者が，報道等の一次情報に
対して行う検索行動に着目する．そして，ウェブ検索
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者の情報要求観点を直接収集することによって，ブロ
グにおける言及数を情報源とする場合の遅延を克服で
き，関心動向を迅速に把握する．一方，時間的変遷が
緩やかな文化・慣習に関する話題の場合も，ウェブ検
索者の情報要求観点からしか収集できない関心の動向
や度合いが多数存在する．そこで，本研究では，日中
検索エンジン・サジェストを情報源として，ウェブ検
索者の情報要求観点を収集し，他国と自国との間の文
化・関心・意見の違いを発見する過程を支援する方式
を提案する．検索エンジン・サジェストから情報要求
観点を収集する手順，および，情報要求観点と検索結
果のウェブページ中の記述内容を日中間で比較し，対
照分析する手順の概要を図 1に示す．

2 検索エンジン・サジェストからの
情報要求観点の収集

2.1 検索エンジン・サジェスト
各検索エンジン会社においては，ウェブ検索者の検索
ログが蓄積されており，多数のウェブ検索者が検索し
たキーワードに対して，検索者が強い関心を持つ語を
抽出し，検索エンジン・サジェストとして提示するサー
ビスを提供している．ここで，本論文では，詳細な情
報を検索したい対象を「検索対象」と呼ぶ．また，検
索対象に対して，検索者が AND検索の形で二つ目以
降のキーワードとして指定し，検索対象に対して詳細
な情報を得るために用いる観点を「情報要求観点」と
呼ぶ．
すると，検索エンジン・サジェストとして提示され

る言葉は，「検索対象」に対して，多数のウェブ検索者
が「情報要求観点」として指定した語に相当しており，
ウェブ検索者の関心事項そのものを反映していること
が分かる．そこで，本節では，検索エンジン・サジェ
ストに着目することによって，ウェブ検索者に焦点を
当て，情報要求観点の収集を行う．
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図 1: 検索エンジン・サジェストからの情報要求観点の収集及び日中間比較対照分析

2.2 日本語側の収集手順
本論文では，検索対象「結婚」に着目し，Google1検
索エンジンに対して，一検索対象当り約 100通りの文
字列を指定し，最大約 1,000語のサジェストを収集す
る．100通りの文字列とは具体的には，五十音，濁音，
半濁音及び「きゃ」や「びゃ」などの開拗音である．
例えば検索窓に「結婚 みょ」と入力すると，「苗字」や
「苗字変更」などがサジェストとして掲示されるので，
それらを収集することにより，919個の情報要求観点
を収集した．

2.3 中国語側の収集手順
本論文では，検索対象「 」に着目し，Google
検索エンジンに対して，一検索対象当り 28通りの文
字列を指定し，最大 280語のサジェストを収集する．
28通りの文字列とは具体的には，中国語のピン音の部
首である．例えば検索窓に「 h」と入力す
ると，「 」などがサジェストとして
掲示されるので，それらを収集することにより，248
個の情報要求観点を収集した．

3 情報要求観点の日中間対照分析
3.1 情報要求観点の集約
本節では，2 節において収集した情報要求観点を人手
で集約し，話題ごとにまとめる．その結果，「結婚」に

1https://www.google.com/

表 1:「結婚」において日本語側のみで観測された情報
要求観点集合およびウェブページ中の記述内容の抜粋

おいては，日本語側の 919個の情報要求観点は 148個
の集合に集約された．一方，中国語側の 248個の情報
要求観点は 42個の集合に集約された．

3.2 集約後の情報要求観点集合の対照分析
本節では，前節で集約した日本語と中国語の情報要求
観点集合を対象として，日中間で比較対照分析を行う．
図 1に示すように，日本語特有の情報要求観点集合の
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表 3: 「結婚」の情報要求観点およびウェブページ中の記述内容の日中比較対照分析の抜粋

表 2:「結婚」において中国語側のみで観測された情報
要求観点集合およびウェブページ中の記述内容の抜粋

同定，中国語特有の情報要求観点集合の同定，および，
日中共通の情報要求観点集合の対応付けを行う．
その結果，日中共通の情報要求観点集合は，

ご祝儀関連 結婚式のマナー関連
結婚の手続き関連 結婚年齢関連

などの 23個の対応組であった．日本語特有の情報
要求観点集合としては，表 1に示すように，「電報・祝
電」(電報の書き方)，「入籍について」(入籍の仕方)，お
よび，「苗字について」(苗字変更関連)などがあった．
一方，中国語特有の情報要求観点集合としては，表 2
に示すように，「車隊」(中国語では，立派な結婚式に
は車隊が必要)，「婚前の健康診断」(中国では一般的で
ある婚前健康診断の手順と項目)，および，「婚礼での
ゲーム」(中国のみでの慣習) などがあった．

3.3 情報要求観点の比較対照分析
本節では，前節で得られた日中共通の情報要求観点集
合を対象として，集合中の情報要求観点を日中間で比
較対照分析する．検索対象「結婚」の分析結果のうち，
情報要求観点集合として「ご祝儀関連」および「結婚
年齢関連」についての分析結果を表 3 の「検索対象＋
情報要求観点」の欄に示す．
例えば，表 3の「結婚年齢関連」において，日中共

通で観測された情報要求観点として，日本語側の「検
索対象＋情報要求観点」

結婚 何歳 結婚 何歳から

と中国語側の「検索対象＋情報要求観点」

― 334 ― Copyright(C) 2014 The Association for Natural Language Processing. 
All Rights Reserved.　　　      　　 　　 　　　 　　　　　　　　　　



はほぼ同一の内容に対応するので，「日中共通で観測」
として，日中間の対応を付ける．表 3の「結婚年齢関
連」において，「ウェブページ中の記述内容」の欄に示
すように，実際に，これらの情報要求観点に対して検
索されるウェブページからは，日中間の法律上の差異
を容易に発見できることが分かる．
一方，中国語側のみで観測された情報要求観点とし

ては，

があり，これらの情報要求観点に対して検索されるウェ
ブページからは，「心理テストで，結婚年齢を予測す
る」という中国特有の情報が得られる．

3.4 日中共通の情報要求観点によって収集
されたウェブページ中の記述内容の比
較対照分析

本節では，前節で得られた日中共通の情報要求観点を
対象として，それらの情報要求観点に対して検索され
るウェブページ中の記述内容を日中比較対照分析し，
日中間差異の有無についての検証を行う．
例えば，表 3の「ご祝儀関連」の「日中共通で観測」

の欄に示すように，日中共通の情報要求観点に対して
検索されるウェブページ中の記述内容からは，日中両
言語において「祝儀袋の書き方，ご祝儀の金額の目安」
という情報が得られることが分かる．一方，日本語側
特有の記述内容として，「ご祝儀の札の枚数を奇数にす
る」があり，中国語側特有の記述内容として，「祝儀の
札の枚数を偶数にする」がある．このことから，日中
間の慣習の差異を容易に発見できることが分かった．

4 関連研究
本論文の先行研究として，我々は，文献 [7]において，
特定の話題について，日本語ブログ記事，および，中
国語ブログ記事を収集し，国・文化・言語間の差異発
見過程を支援する方式を提案した．この方式の成果と
して，「健康」や「軍事」など，日本と中国との間で習
慣の違いや主張の差異が大きい話題について，ブログ
空間における国・文化・言語間の違いを容易に観測す
ることができた．一方，文献 [4]においては，特定の
話題に関するブログ記事集合において，日本語・英語
二言語での観点を分類・比較・対照分析する手法が提
案されている．また，文献 [2]においては，日中質問
回答サイトを対象として，トラブル情報の比較対照分
析を行い，文化間差異発見支援を行う方式を提案して
いる．ただし，これらのブログおよび質問回答サイト
を対象とした研究においては，トピックモデルによっ

て話題のまとまりを同定する過程が欠如しており，比
較的小規模な文書集合を対象とした人手による分析に
重点が置かれている点が，本研究とは大きく異なる．
一方，複数情報源からのニュースの多言語間差異分

析を行っている研究として，文献 [5, 3, 6, 1]が挙げら
れる．文献 [5]は，32言語における 1,000以上の情報
源を分析し伝染病に関するレポートをまとめあげる研
究を行っている．文献 [3]では，32言語におけるニュー
ス記事群から特定の人物名を収集し，その人物の人間
関係やその人物について言及している各国のニュース
記事を継続的に分析する研究を行っている．文献 [6]
は，複数の国の代表的なメディアが発信するニュース
を情報源として，同一事象に対する各国のニュースの
伝え方の差異分析方式を提案している．文献 [1]では，
9言語間における同一事象に対する主観情報の差異分
析の研究を行っている．これらの研究は主にニュース
記事を対象に分析を行っている点で本論文とは異なる．

5 おわりに
本論文では，Google検索エンジンに対して，日本語お
よび中国語の検索対象についての情報要求観点を収集
し，日中二言語間で，情報要求観点の比較対照分析を
行う方式を提案し，その適用事例について報告した．
今後の課題として，Wikipedia等を情報源とする日

中対訳知識を利用することにより，日中間の情報要求
観点の対応付けを自動的に行う手法を確立することが
挙げられる．
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